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有意義な冬休みを過ごせましたか？３学期は、１年間のまとめの学期であり、３年生にとって

は３年間の中学校生活を総括する学期です。そして同時に次の学年、次の世界へ羽ばたく準備の

学期でもあります。ところで今日のお話は、そんな３学期にふさわしい「残り姿の美しい人に」

というお話です。「残り姿」、ちょっと奇異な言い方ですね。「後ろ姿」という言葉はよく使われ

ますが、この「残り姿」と言う言葉はたぶん初めて聞く言葉だと思います。日本語というのは、

実に奥が深い。そしてきめ細やかな表現を持っているのです。この言葉はたとえば、こんな風に

使われます。「性格の美しい人は、残り姿に表れる」。人の心や性格は目に見えません。それでど

うやって人の心や性格を見たり判断したりするのでしょうか。絶対ではありませんが、見えない

心や性格が表に表れる１つの場面が、その人の姿や言葉や行動、つまり「立ち居振る舞い」です。

「服装・髪型の乱れは心の乱れ」という言葉を聞いたことがありませんか。人を外見で判断し

てはいけない、とも言われます。これも真実です。しかし、その人の「立ち居振る舞い」が、そ

の人を判断する材料の一つであることも間違いではありません。たとえば、残り姿の美しさの一

つとして、「脱いだ靴を揃える子ども」を挙げてみます。その子どもが美しいのではなく、その

子どもの「立ち居振る舞い」が美しいのです。乱雑に履き散らかされている靴よりも、整然と揃

えられた靴の方がはるかに美しいことは一目瞭然です。そして見た目だけではなくて、そこには

それを見た人、そこを使おうとしている人に対する物言わぬメッセージも込められています。見

る人を不快にさせない、次の人が使いやすくするという心遣いと言ってもいいでしょう。靴を揃

えるという立ち居振る舞いによって、その子ども自身の美しさがそこに表れるのです。「立つ鳥

跡を濁さず」という言葉もありますが、３学期は是非「残り姿の美しい人」を心がけてください。

「残り姿」の美しい人に

１２月２日（水）に萩原トミエ先生を講師にお

招きして、毎年恒例の絵手紙による年賀状作りを

行いました。来年の干支である丑（牛）をテーマにそれぞれが個性あふれ

る絵手紙を描いていました。生徒は授業前からとても楽しみにしている様子

でした。生徒からは、「どんな絵を描こうかと考えながら作品を作っていく

のが楽しかった。」「不安だったが、アドバイスをもらいながら自分なりの赤

べこを描けました。」などの感想が上がりました。３年生からは「これで先生

に教えていただくのは最後かと思い少し寂しい。」という感想もありました。楽しい萩原トミエ先生の絵

手紙教室が宮中生に親しまれ根づいていることを感じました。

絵手紙

【１・２月の主な予定 】 ２月

１月 １日(月) 学校朝会 【村児童生徒書き初め展】

８日(金) 始業式・百人一首大会 ３日(水) 新入生体験入学 １／２６(火)～２９(金)

書き初め大会 １５日(月) 生徒朝会 宮ヶ瀬小中体育館にて

１３日(水) 給食開始 １５日(月) 公立高校共通選抜学力検査 ※是非、見に来てくだ

１５日(金) 村基礎基本テスト １６日１７日 共通選抜 面接 さい。

１８日(月) 生徒朝会 ２５日(木) 学年末試験[数・理・社・音]

２２日(金) 授業研究（１年社会） ２６日(金) 〃 [国・英・保体]

２９日(金) 新入生保護者説明会

※予告なし避難訓練を行う予定です。・３月１１日(木)卒業証書授与式

校舎裏の畑に

５月に植え付け

を行ったサツマイモが、収穫の時期を迎えま

した。１２月４日の青空の下、長靴と軍手を

身に付け生徒・職員が一緒になってサツマイ

モの収穫です。例年に比べ、サツマイモの葉に元気がなく掘る前は少

し不安がありました。しかし、今年は大豊作。中には大きなものもあ

り、掘り出すたびに歓声も上がっていました。収穫したサツマイモは、

しばらくの間玄関先に干しておきましたが、各ご家庭で美味しく食べ

てもらえるよう、みんなに分けて持ち帰ってもらいました。

サツマイモ堀り

１２月２３日（水）に北極探険家の荻田泰永さんによる特別授業を

行いました。実際にテントや帽子などの装備品を子どもたちは手にと

って、北極の－５０℃の世界を想像しました。冒険エピソードを通し

て、成功よりも失敗の中から学ぶことが

多いことなどをお話ししていただきまし

た。この特別授業は学校運営協議会が、

これからの時代を生きる宮ヶ瀬の子ども

たちのために、世界で活躍している方か

ら学ぶ機会として企画されました。

荻田泰永氏 特別授業「北極探険への道」

１２月８日（火）

に、園地にて校内マ

ラソン大会を行いま

した。当日、天気にも恵まれ、素晴らしい自然の中で、

生徒は記録に挑戦したり自然を楽しんだりして、最後ま

で走り切りました。「学校で走るよりも楽しかった」

と感じた生徒もいたようです。走ることが苦手な人

も、得意な人も、今回のマラソン大会を通じて、体

を動かすことの喜びや心地よさを味わい、今後の健

康づくりに役立ててくれることを願います。恒例の

「完走証」の授与も行いました。ご家庭でもご覧い

ただき、頑張った子どもたちへ、ぜひ声をかけてあ

げてください。

今年もＥＪタイム３回を利用して
小学生に和太鼓を教える機会を頂き
ました。中学生は短い時間の中でい
かに伝えるかを考えて臨みました。
５・６年生が一生懸命に取り組んで
くれて、最後には「祭り」のショー
トバージョ
ンを叩き上
げたことに
心からの拍
手を送って
いました。

学校行事の

関係で、全国

の動きから約

１ヶ月遅れて宮中読書週間を実

施。全生徒・職員で本を紹介し

合いました。メイン活動のブッ

クトークでは、タブレットで準

備した資料を映しながらの発表

も。みんな生き生きと自分のお

気に入りの本について語ってい

ました。生徒にはアンケートも

取ってみました。今年読んだ本

は２、３冊というのが３／４人。

忙しい日々だからこそ工夫して

豊かな読書生活にしていきたい

もので

す。振

り返る

機会に

なれば

と願っ

ています。

読書週間・ブックトーク
１２／７～１２／１１

明けましておめでとうございます。
再び発出された緊急事態宣言の下での新学期のスタートになりましたが、学校ではこれまで

以上に感染症対策をとりながら、教育活動を行ってまいります。ご不便をおかけすると思いま
すが、子どもたちの健やかな成長のために、ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。


